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「
近
助
」
と

「
町
内
会
」
の
関
わ
り

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
秋
　
本
　
　
昇

平
素
よ
り

戸
坂
学
区
社
会

福
祉
協
議
会
（
以

下
、
戸
坂
社
協
）

の
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
戸
坂
社
協
の
会
長
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
秋
本
で
す
。

戸
坂
学
区
に
住
ん
で
0
0
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
福
祉
の
ま
ち
づ
＜
リ
」
継
続
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

戸
坂
の
町
に
も
「
少
子
高
齢
化
」
　
の
波
は
確

実
に
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
、
2
0
2
5
年
問

題
等
全
国
同
様
の
課
題
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

広
島
市
で
今
年
9
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
高
齢

者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
　
の
取
組
み

に
よ
り
、
更
に
活
動
の
場
が
ひ
ろ
が
る
元
気
巫
電

鈴
者
が
増
え
る
一
方
、
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト

に
対
応
で
き
な
い
、
高
齢
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
各
地
で
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
等

で
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

平
成
7
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
　
の
と
き
建
物
の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
し
て

自
力
脱
出
困
難
者
約
3
万
5
千
人
の
う
ち
7
7
％

は
家
族
や
近
隣
の
人
達
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
ま

し
た
。
消
防
、
自
衛
隊
、
警
察
等
の
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
生
存
者
救
出
は
1
9
％
で
、
家
族
や

近
隣
の
人
達
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
人
数
の
約

四
分
の
一
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
直
ち
に
防

災
関
係
機
関
の
人
達
が
駆
け
付
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
直
後
、
要
援
護
者
の

安
否
確
認
や
避
難
支
援
が
で
き
る
の
は
近
く
に

い
る
人
達
だ
け
で
す
。

近
く
に
い
る
人
が
救
護
・
放
出
す
る
こ
と
が
、

ま
さ
に
「
近
助
」
で
す
。
こ
の
「
近
助
」
こ
そ
今
、

希
薄
と
な
っ
て
い
る
「
向
こ
う
一
二
軒
両
隣
」
の
精

神
で
す
。

こ
の
繋
が
り
を
手
助
け
し
、
そ
の
役
割
を
担
う

こ
と
が
「
町
内
会
」
の
繋
が
り
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

広
島
市
に
お
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
い

地
域
の
町
内
会
加
入
率
が
年
々
低
下
し
て
お
り
、

戸
坂
に
あ
い
て
も
同
様
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ

い
て
も
、
「
気
に
な
る
」
　
「
気
に
す
る
」
　
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
＜
リ
ガ
必
須
で
あ
り
、
今
一
度
、

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
　
の
精
神
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
3
3
回
戸
坂
連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
　
時
　
日
月
2
3
日
（
祝
）
　
9
時
～
1
5
時

※
雨
天
中
止

場
　
所
　
戸
坂
運
動
公
園
他

主
　
催
　
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会

第
1
2
回
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
　
時
　
1
2
月
1
6
日
（
土
）

1
7
時
0
0
分
～
1
9
時

※
雨
天
決
行

場
　
所
　
戸
坂
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

主
　
催
　
戸
坂
学
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

年
末
夜
間
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

時
　
1
2
月
5
0
日
（
土
）
　
2
0
時
～
2
1
時

戸
坂
公
民
館
前
集
合

戸
坂
学
区
防
犯
連
絡
協
議
会

新
年
互
礼
会

時
　
1
月
6
日
（
土
）
　
1
2
時
～
1
4
時

所
　
戸
坂
小
学
校
体
育
館

催
　
戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

第
2
回
消
防
訓
練
　
（
平
成
2
9
年
度
）

時
　
2
月
中
旬
予
定

戸
坂
集
会
所

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
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平
成
2
9
年
度
蘭
期
手
業
隷
書

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
長
　
栗
栖
　
　
晃

櫓
　
（
や
く
ら
）
　
よ
し
－
・
夜
店
よ
し
！

受
付
・
本
部
テ
ン
ト
設
営
完
了
！

今
年
の
櫓
設
置
は
、
昨
年
よ
り
遅
く
な
っ
た
な
ー

実
行
委
員
の
お
手
伝
い
者
が
例
年
に
比
し
て
少
な
い
な
－

で
も
な
ん
と
か
時
間
ま
で
に
会
場
設
営
が
完
了
し
た
。

広
島
地
方
気
象
台
の
昼
予
報
は
、
曇
一
時
晴
れ
夜
は
、

曇
時
々
晴
一
時
雨
、
雷
を
伴
う
と
・
・
・
－
・

後
は
、
1
7
時
に
集
合
し
本
番
を
待
つ
の
み
！

1
8
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
気
象
庁
レ
ー
ダ
ー
・
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト
は
？

何
な
に
ー
＼
う
っ
と
胸
が
ざ
わ
つ
く
。
ス
マ
ホ
の
気
象

情
報
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

高
解
像
度
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
の
画
像
に
切
り
替
え
て

し
と
決
定
。
桜
が
丘
愛
育
園
の
園
長
に
は
、
無
理
を
お
願

い
し
1
7
時
4
5
分
に
園
児
の
踊
り
披
露
を
お
願
い
す
る
。

和
太
鼓
の
「
ど
ん
ど
こ
」
　
に
は
、
太
鼓
へ
の
雨
対
策
を

お
願
い
す
る
。
司
会
者
・
ミ
キ
サ
ー
に
は
前
倒
し
で
進
行

頂
＜
よ
う
お
願
い
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
園
児
の
踊
り
が
終

わ
り
か
け
る
頃
土
砂
降
り
と
な
っ
た
。

開
会
を
1
9
時
と
決
定
し
、
関
係
者
に
伝
達
。

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
櫓
へ
の
仮
設
階
段
が
滑
り
や
す

い
の
で
本
部
前
に
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く
よ
う
変
更
す
る
。

な
ど
な
ど
・
・
・
、
あ
た
ふ
た
と
開
会
で
き
た
こ
と
を
安

堵
す
る
。

閉
会
時
間
を
2
0
時
0
0
分
と
し
て
無
事
事
故
も
な
く
開
催

で
き
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
「
よ
－
降
っ
た
の
ー
・
」
が
実
行
委
員
の

合
言
葉
と
な
っ
た
。

続
い
て
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の

歌
手
南
一
誠
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
、
「
イ
ヨ
マ
ン
テ

の
夜
」
な
ど
‖
曲
の
熱
唱

を
楽
し
み
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
戸
坂
女
性
会
が
赤
い

風
船
を
振
り
な
が
ら
「
そ

れ
行
け
カ
ー
プ
」
を
全
員

で
大
合
唱
、
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
さ
な
が
ら
に
会
場

は
熱
＜
燃
え
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
万
歳
一
二
唱
に
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

先
輩
の
皆
様
、
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
も
始
ま

り
ま
し
た
。
お
お
い
に
健
康
寿
命
を
延
ば
さ
れ
、
私
た
ち

を
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
報
を
収
集
す
る
。

南
側
か
ら
の
風
を
感
じ

る
。
私
は
雨
起
こ
し
の
風

と
言
っ
て
い
る
。

刻
々
と
気
象
情
報
は
変

化
し
、
1
8
時
頃
か
ら
土
砂

降
り
と
高
解
像
度
降
水
ナ

ウ
キ
ャ
ス
ト
は
伝
え
る
。

会
長
に
連
絡
し
、
1
8
時

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
前
倒

敬
老
会
実
行
委
員
長
　
川
瀬
　
節
子

去
る
9
月
9
日
（
土
）
　
先
輩
の
皆
様
の
ご
長
寿
と
健
康

を
祝
い
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
、
2
5
0
余
名
の
出
席
を
頂
い
て
敬
老
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
の
前
に
、
戸
坂
小
4
年
生
の
「
戸
坂
ソ
ー
ラ
ン
」

の
元
気
な
踊
り
か
ら
始
ま
り
、
式
典
は
ご
逝
去
さ
れ
た

方
々
に
黙
祷
し
、
ご
来
賓
の
祝
辞
、
千
足
町
内
会
代
表
の

謝
辞
で
終
了
し
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
あ
ん
し
ん
鼓
笛
隊
の
パ
ワ
フ
ル
な
合
奏
、

町
民
体
育
祭
大
会
実
行
委
員
長
　
垣
内
　
孝
幸

9
月
2
4
日
（
日
）
　
戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
大
変
気
持
ち

の
良
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

玉
入
れ
の
幼
児
の
皆
さ
ん
か
ら
、
元
気
の
良
い
昭
和
の
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青
年
男
女
の
方
々
の
参
加

も
多
＜
あ
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
事
故
も
無
く

無
事
最
後
ま
で
す
べ
て
の

競
技
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
場
の
校
庭
の
後
始
末

も
役
員
の
段
取
り
良
い
対

応
で
い
つ
も
よ
り
早
＜
解

散
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
い
雨
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、
暑
い
中
で
の
清
掃
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

か
り
で
す
。
そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
今
回
は
快
く
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
新
た
な
場
所
で
も
開
催
し
ま
し
た
が
、

雨
の
影
響
で
状
況
は
一
変
し
ま
し
た
。
来
年
は
好
天
を
期

待
し
ま
す
。

8
月
1
9
日
（
土
）
　
1
7
時
0
0
分
か
ら
戸
坂
小
学
校
に
戸
坂

社
協
に
関
係
す
る
9
町
内
会
及
び
各
種
団
体
の
メ
ン
バ
ー

約
1
1
0
名
が
参
加
し
「
夏
休
み
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
町
内
会
、
社
協
、
体
協
の
皆
様
、
一
日
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㌔

朝
か
ら
5
0
℃
超
え
の
真
夏
日

。
出
　
で
開
始
時
刻
に
な
っ
て
も
3
2
℃

◇
表
彰
さ
れ
た
町
内
会
◇

繭
灘
嵩

l

第
1
位
　
惣
田
町
内
会
　
（
市
長
杯
・
社
協
会
長
旗
　
他
）

第
2
位
　
山
根
町
内
会
　
（
束
区
長
杯
　
他
）

第
3
位
　
川
根
町
内
会
　
（
社
協
会
長
ト
ロ
フ
ィ
ー
　
他
）

第
4
位
　
く
る
め
木
町
内
会
（
社
協
会
長
ト
ロ
フ
ィ
ー
他
）

の
グ
ラ
ン
ド
で
し
た
が
、
子

と
も
太
鼓
ク
ラ
ブ
の
太
鼓
の
音

で
暑
さ
も
吹
き
飛
び
、
そ
の
後
、

各
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
戸

大
野
　
裕
幸

今
春
の
「
平
成
2
8
年
度
戸

坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
総

会
」
　
で
事
務
局
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
あ
っ
と
い
う

坂
中
学
校
長
の
万
歳
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

″
清
流
と
い
え
ば
　
太
田
川
と
い

わ
れ
た
い
ね
〟
　
を
合
言
葉
に
、
今

年
の
「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
」
　
は
、

7
月
5
0
日
　
（
日
）
　
7
時
前
に
は
、

約
1
2
0
名
の
参
加
者
が
、
戸
坂

千
足
河
川
敷
　
（
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
）

に
集
合
し
、
前
日
の
一
時
的
な
激

今
年
も
千
・
・

今
年
の
「
へ
さ
か
物
語
」
も

戸
坂
公
民
館
ま
つ
り
に
合
わ
せ

1
0
月
2
1
日
（
土
）
　
に
行
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
台
風
2
1
号
の
影
響
で
、

開
店
1
時
間
後
か
ら
雨
と
な
り
ま

した。昨
年
に
続
い
て
の
雨
で
、
か
っ

間
に
上
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重

に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
惣
田
町
内
会
会
長
も
兼
務
し
、
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

過
去
の
経
験
が
通
用
し
な
い
こ
と
も
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

戸
坂
社
協
の
設
立
目
的
は
、
①
地
域
の
発
展
　
②
地
域

住
民
の
福
祉
増
進
　
③
親
睦
を
図
り
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
＜
り
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
支
え
あ
い
　
と
も
に
咲
か
そ
う
　
え
が
お
の
ま
ち
へ

さ
か
」
を
目
指
し
て
、
微
力
な
が
ら
職
務
を
十
分
理
解
し
、

組
織
運
営
の
潤
滑
油
と
し
て
の
役
割
を
こ
な
せ
る
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し

ます。



（4）

脚を　戸坂学区の人口及び世帯数

住所名 �人　　　　口 �������世　帯 総　数 ���日本人 ���外国人 �総数 �う朋本人 世帯数 

計 �男 �女 �計 �男 �女 

戸坂くるめ木一丁目 �1，843 �855 �988 �1，808 �838 �970 �35 �824 �799 

戸坂くるめ木二丁目 �1，066 �546 �520 �1，057 �540 �517 �9 �509 �503 

戸坂千定一丁目 �1，920 �921 �999 �1，900 �911 �989 �20 �914 �896 

戸坂千足二丁目 �916 �426 �490 �900 �420 �480 �16 �402 �394 

戸坂山崎町 �1，326 �644 �682 �1，322 �642 �680 �4 �570 �566 

戸坂惣田一丁目 �630 �321 �309 �622 �317 �305 �8 �291 �286 

戸坂惣田二丁目 �296 �143 �153 �295 �142 �153 �1 �128 �127 

戸坂桜東町 �550 �264 �286 �543 �261 �282 �7 �255 �250 

戸坂桜西町 �500 �245 �255 �497 �244 �253 �3 �238 �236 

戸坂楼上町 �784 �367 �417 �769 �360 �409 �15 �452 �440 

戸坂山根一丁目 �1，095 �498 �597 �1，065 �483 �582 �30 �543 �523 

戸坂山根二丁目 �1，195 �578 �617 �1，180 �570 �610 �15 �467 �458 

戸坂山根三丁目 �377 �199 �178 �373 �197 �176 �4 �163 �160 

戸　坂　中　町 �489 �229 �260 �486 �229 �257 �3 �207 �204 

戸坂出江二丁目 �976 �479 �497 �959 �471 �488 �17 �404 �395 

計 �13，963 �6，715 �7，248 �13，776 �6，625 �7，151 �187 �6，367 �6，237 

※平成29年9月末現在　広島市統計データ抜粋

注「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行
され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されること
となったため、24年8月末からは、総数に外国人人口、外国人世

帯及び複数国籍世帯が含まれます。

平成29年度理事・役員名簿
（2017．9．30現在）

役職 �氏　名 �選出区分 

顧　問 �橋本　昭彦 �元市議会議員 

顧　問 �田中　秀生 �防犯連絡協議会会長 

顧　問 �山路　英男 �市議会議員 

顧　問 �武本　克彦 �前会長 

会　長 �秋本　　昇 �山崎町内会会長 

副会長 �川瀬　節子 �女性会会長 

副会長 �栗栖　　晃 �くるめ木町内会会長 

副会長 �山中　春記 �青少年指導員代表・ 福祉推進委員・保護司会 

副会長 �垣内　孝幸 �体育協会会長 

会　計 �吉田　俊郎 �出江町内会会長 

監　事 �宮本　幹夫 �千足町内会会長 

監　事 �安井／弘幸 �青少年健全育成連絡協議会 

事務局長 �大野　裕幸 �惣田町内会会長 

理　事 �三吉　　　学 �戸坂小学校校長 

理　事 �丹　　　孝子 �戸坂中学校校長 

理　事 �山下　睦子 �広島中央特別支援学校校長 

理　事 �垣内　幹晴 �戸坂公民館館長 

理　事 �山根　　満 �桜西町内会会長 

理　事 �谷川　　　忠 �桜東町内会会長 

理　事 �檜垣　栄次 �山根町内会会長 

理　事 �大幸　常男 �川根町内会会長・ 自主防災連合会会長 

理　事 �栗栖　和子 �民生・児童委員協議会会長 

理　事 �栗栖幸志郎 �戸坂小学校PTA会長 

理　事 �高野　友美 �戸坂中学校PTA会長 

理　事 �高野　哲男 �消防分団 

理　事 �西田　靖子 �ボランティアバンク虹代表 

理　事 �滴下　早苗 �公衆衛生推進協議会会長 

理　事 �小田るみ子 �へさかっ子クラブ会長 

理　事 �畠山　直美 �つくしんは作業所所長 

理　事 �川野　佳明 �おやじの会 

理　事 �佐藤　順子 �東署少年補導協助員 

理　事 �上中　義則 �防犯連絡協議会事務局 

理　事 �山田喜久雄 �子とも会育成協議会会長 

理　事 �矢野　龍男 �さ〈ら叩ン・さ〈帥九・青堀 

ポサーバー �佐藤　哲規 �東区社会福祉協議会 

ポサパー �岡野　賢一 �戸坂地馳搬援センタ一員 

ポサーバー �越智百合子 �戸坂保育園園長 

ポサーバー �高屋美千代 �桜が丘愛育園園長 

ポサーバー �日向　　　恵 �戸坂児童館館長 

「
福
祉
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
を
1
0
月
2
2
日
（
日
）
　
戸
坂
公
民
館
ま
つ
り

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
（
戸
坂
社
協
）
　
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
皆

様
か
ら
ご
提
供
頂
い
た
遊
休
品
及
び
手
作
り
作
品
に
て
出
店
し
ま
し
た
。

収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
戸
坂
社
協
の
福
祉
活
動
資
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰（

平
成
二
十
九
年
十
月
）

・
加
藤
正
子
さ
ん
　
（
山
崎
）

・
川
瀬
節
子
さ
ん
　
（
山
崎
）

・
西
田
靖
子
さ
ん
　
（
惣
田
）

・
矢
野
龍
男
さ
ん
　
（
山
根
）

・
山
根
信
子
さ
ん
　
（
桜
西
）

・
上
中
幸
子
さ
ん
　
（
出
江
）

・
武
本
克
彦
さ
ん
　
（
千
足
）

・
村
田
耕
治
さ
ん
　
（
楼
上
）

・
山
中
春
記
さ
ん
　
（
出
江
）

・
吉
田
俊
郎
さ
ん
　
（
出
江
）

※
ア
イ
ワ
エ
オ
順


